
損 益 計 算 書
（自平成22年４月１日～至平成23年３月31日）

（単位：円）

経常費用

業務費

教育経費 1¶960¶170¶437

研究経費 2¶319¶203¶955

診療経費

材料費 6¶140¶289¶783

委託費 1¶334¶207¶439

設備関係費 3¶162¶261¶873

研修費 423¶900

経費 1¶183¶472¶498
EEEEEEE

11¶820¶655¶493

教育研究支援経費 224¶997¶130

受託研究費 1¶334¶285¶529

受託事業費 239¶049¶462

役員人件費 76¶994¶674

教員人件費

常勤教員給与 8¶218¶968¶931

非常勤教員給与 1¶701¶125¶274
EEEEEEE

9¶920¶094¶205

経常収益

運営費交付金収益 12¶508¶473¶968

授業料収益 3¶491¶850¶635

入学料収益 565¶945¶800

検定料収益 123¶836¶400

附属病院収益 18¶291¶352¶424

受託研究等収益

国等からのもの 153¶810¶810

国等以外のもの 1¶196¶365¶444
EEEEEEE

1¶350¶176¶254

受託事業等収益

国等からのもの 98¶960¶595

国等以外のもの 137¶346¶243
EEEEEEE

236¶306¶838

施設費収益 222¶517¶212

補助金等収益 425¶341¶334

寄附金収益 1¶052¶284¶203

資産見返運営費交付
金等戻入

339¶699¶420

資産見返補助金等戻
入

284¶375¶065

資産見返寄附金戻入 291¶326¶593

資産見返物品受贈額
戻入

64¶879¶696

財務収益

受取利息 147¶891

有価証券利息 2¶095¶342 2¶243¶233

雑益

財産貸付料収入 102¶600¶208

講習料収入 21¶503¶500

職員人件費

常勤職員給与 6¶027¶160¶365

非常勤職員給与 2¶448¶138¶925
EEEEEEE

8¶475¶299¶290
EEEEEEE

36¶370¶750¶175

一般管理費 1¶421¶973¶549

財務費用

支払利息 478¶480¶910
EEEEEEE

478¶480¶910

雑損

為替差損 27¶074

その他雑損 3¶230¶840
EEEEEEE

3¶257¶914
EEEEEEE

経常費用合計 38¶274¶462¶548
EEEEEEE
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６．利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
{ 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見
合いの資産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 15¶649¶222¶458円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 14¶086¶242¶630円
利益剰余金に与える影響額（差引き） 1¶562¶979¶828円

| 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産
見返物品受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却
費が診療経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額の累計

1¶128¶646¶635円
} 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のう
ち、国からの出資でなく譲与としたことによるもの 26¶886¶032円

~ 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料に
ついて、国からの出資ではなく譲与としたことによるもの 653¶276¶272円
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3¶371¶788¶767円
７．東日本大震災の影響
平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、運営費交付金財源で発注した
一部の物品等について、当事業年度内の納品が不可能な状況となりました。これにより、
運営費交付金38¶110¶842円を当事業年度に収益化せず、運営費交付金債務として翌事業年
度に繰り越しております。
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